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原子力のプロを養成します！原子力のプロを養成します！

　東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故は、原子力システムの持つ危険性を顕在化させることとなり
ました。これは、我が国のみならず世界にも大きな影響を与えています。原子力発電は、電力供給のベースロー
ドを担うという大きな役割を持っていますが、これを安全に利用しなくては何の意味もありません。国内の
原子力施設の安全を担保する事はもちろんのこと、国際社会において今後とも原子力施設を安全に利用して
いくために貢献することが求められます。
　IAEA の Safety Fundamentals では、原子力安全の第一義的目的を「有害な電離放射線の影響から人と
環境を守る」としています。放射線の危険性や複雑な原子力システムの持つ課題を十分に理解、把握し、そ
の上で原子力安全を確保する事のできるプロフェッショナルがこれまでにも増して我が国には必要です。
　このような人材には、原子力の基礎知識と専門知識を体系的に習得することが必須です。東京大学大学院
工学系研究科の原子力専攻（専門職大学院）は、基礎工学に加えて技術倫理などを含む必要不可欠な教養を
ベースとし、原子力の安全や利用などに関する体系化されたカリキュラムに基づいた教育を行っています。
原子力分野の人材育成の重要性について認識を共有する日本原子力研究開発機構も、東京大学との連携を通
じて本専攻での人材育成を担っています。

　本専攻は、高度な専門性が求められる原子力施設の安全運転・維持管理や、その監督・指導を行うための
深い学識および卓越した能力を培い、原子力産業や原子力関係の行政法人や研究開発機関で指導的役割を果
たす高度な原子力専門家の養成を目的とした専門職大学院です。
　本専攻の標準修業年限は１年です。修士論文は課されません。課程を修了すれば、原子力修士（専門職）
の学位が授与されます。また、あらかじめ設定された科目を所定の成績で履修した修了者には、原子炉主任
技術者試験の筆記試験の法令以外の科目が免除および口答試験受験資格（ただし実務経験 6 ヶ月以上が必要）
付与、ならびに核燃料取扱主任者試験の法令以外の科目が免除されます。さらに、放射線取扱主任者試験の
合格に十分な力も身につきます。また、IAEA INMA (International Nuclear Management Academy) 
の認証も受けており、所定の科目の単位を取得した希望者には認定証が授与されます。
　これらの資格は、電力会社や原子力関連メーカ、核燃料関連会社などの原子力産業界、ならびに原子力関
係の行政法人や原子力研究開発機関において非常に重要な資格であり、修了者は原子力産業界や規制行政庁
の中核を担う「原子力のプロ」として期待されます。

今なぜ原子力専門職か？今なぜ原子力専門職か？
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入学すると…入学すると…

入学するためには？入学するためには？
　原子力専攻に入学するためには、毎年１月下旬に実施される本専攻入学試験を受けなければなりません。
　試験科目には、筆記試験と口述試験があります。筆記試験は英語、数学、小論文からなります。また、口
述試験では、原子力を含む幅広い理工学、社会科学等の知識、興味、意欲を問います。
　入学定員は 15 名です。社会人経験２年以上の実務経験を有する方を主な対象としていますが、実務経験
が２年に満たない方や、大学を当該年度で卒業見込みの方も受け入れています。
　詳しくは募集要項及び入試案内書を参照してください。

　本専攻の教育は、茨城県東海村にある東京大学大学院工学系研究科原子力専攻と日本原子力研究開発機構
で実施されます。原則として、月曜日から水曜日は本専攻講義室で、また、木、金曜日は日本原子力研究開
発機構で、講義や演習、実験・実習が開講されています。多くの科目が必修であり、豊富な演習、充実した
実験・実習が用意されています。詳しくは、教育プログラム及びカリキュラム編成を参照してください。

原子力専攻全景
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　東京大学大学院工学系研究科は、その教育研究上の目的に沿って、人材を育成します。原子力専攻 ( 専門
職大学院 ) は、研究や課程における学修を通して、専攻する分野における高度な専門性を身につけ、工学的・
論理的な思考力を磨き、問題解決能力・リーダーシップを発揮できることを要求しています。さらに、国際
的なコミュニケーション能力を有し、科学技術に対する高い倫理観・責任感を有することを要求しています。

入学者選抜においては以下の点が問われます。
・	十分な専門性を身につけ、工学的な基礎力・思考力を有していること。
・	問題を解決する資質を有していること。
・	コミュニケーション能力を有していること。
・	健全な倫理観を有していること。

　東京大学大学院工学系研究科原子力専攻（専門職大学院）は、学位授与方針で示した目標を学生が達成で
きるよう、以下の方針に基づき教育課程を体系的に編成・実施する。

・	高度原子力専門技術者の養成に必要な専門教育を実施する。
・	放射性物質等を用いた実験・演習を通して、原子力で必要となる高度な知識を
	 実践的に体得させる。
・	活動を通してリーダーシップ、コミュニケーション能力を養う。
・	工学倫理に関する教育を行う。
・	成績評価は、試験やレポートなどにより適正に行う。 

　東京大学大学院工学系研究科原子力専攻（専門職大学院）は、大学院の教育研究上の目的に定める人材を
養成するため、次に掲げる目標を達成した学生に原子力修士（専門職）の学位を授与する。

・	高度な専門性が求められる原子力施設の安全運転・維持管理や、その監督・指導を
  	行うための深い学識及び卓越した素養を有していること。
・	原子力を利用する上での高い倫理観や社会へ積極的に貢献する意志を有していること。
・	人類の持続的発展に貢献するために、社会のリーダーとして活躍する素養や
	 開拓者精神を有していること。
・	所定の期間在学して、所定の単位を修得していること。 

入学者受入方針入学者受入方針

教育課程の編成・実施方針教育課程の編成・実施方針

学位授与方針学位授与方針

※ 2022 年 8 月　現在
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　原子力分野の高度技術者は、原子力施設の安全な運転と健全な維持管理、様々な課題の分析と解決、そし
てこれらの活動の監督と指導、さらには原子力技術と社会との接点という重要な役割を担います。そのため
には、専門分野における高度な専門性に加えて、着実な学識を基盤とした思考力、複合事象を科学的に分析
し解決する能力、および組織を適切に取りまとめる力等が求められます。
　当専攻は、高度な原子力専門家として知識、能力、問題解決力、マネージメント力、リーダーシップ、コミュ
ニケーション力、倫理の養成を目的とした標準修業年限 1 年の専門職大学院です。当専攻における学習教育
成果の一部は、国家資格である原子炉主任者、核燃料取扱主任者の一次試験一部免除として認定されます。
　本専攻では、以下の (1) ～ (6) を学習および教育の目標としています。

(1)	 原子力技術分野に関する基礎学理を修得する。自身の専門性にとどまることなく、
	 広範な原子力技術の基礎を学ぶ。
(2)	 (1) に基づき原子力技術分野における高度の専門知識及びこれを実務に
	 応用できる能力を修得する。
(3)	 (1) および (2) に基づき原子力技術分野における様々な複合的な問題を科学的に
	 分析し、課題を設定、解決できる能力を修得する。
(4)	 継続的に学習できる能力を養う。（注）
(5)	 原子力技術分野に関する実務を行うために必要な実践力、説明責任能力、
	 コミュニケーション能力、協働力、マネージメント力等を修得し、
	 社会・人間関係スキルを養う。
(6)	 技術倫理を理解し、その倫理規範に則り職務を遂行する能力と態度を養う。

継続研鑽能力の解釈としては以下の二つが考えられます。
複数科目の学習事項を関連付けて原子力技術分野における課題、問題を科学的かつ総合的に理解する能力を養う。
最新知見の取得に務め自らの専門の深化と拡張、および新分野への持続的関心と新知識取得を継続的に実施し、取
得した知識を自身の業務（専門）と関連付けて理解する姿勢を養う。

（注）

学習と教育の目標学習と教育の目標

MEMO
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高度原子力専門家

（1）基礎学理（1）基礎学理
原子炉物理学／演習  原子炉物理学／演習  

原子力熱流動工学／演習  原子力熱流動工学／演習  

原子力構造工学／材料力学演習  原子力構造工学／材料力学演習  

原子炉設計／炉心設計演習  原子炉設計／炉心設計演習  

放線利用  放線利用  

放射線遮蔽／演習  放射線遮蔽／演習  
廃棄物管理工学／演習  廃棄物管理工学／演習  

原子力安全工学／安全解析演習  原子力安全工学／安全解析演習  

原子力保全工学／演習  原子力保全工学／演習  

福島学／演習  福島学／演習  

原子力危機管理学  原子力危機管理学  

原子力実験・実習2  原子力実験・実習2  

原子力特別講義  原子力特別講義  

原子力燃料材料学／演習  原子力燃料材料学／演習  

原子核と放射線計測／演習  原子核と放射線計測／演習  

ヒューマンファクター  ヒューマンファクター  

技術倫理演習  技術倫理演習  原子炉実習・原子炉管理実習  原子炉実習・原子炉管理実習  

リスクコミュニケーション・ 
メディア対応演習  
リスクコミュニケーション・ 
メディア対応演習  

リスク認知とコミュニケーション  リスク認知とコミュニケーション  

原子力法規／演習  原子力法規／演習  

インターンシップ実習  インターンシップ実習  

原子力実験・実習１  原子力実験・実習１  

核燃料サイクル工学／演習  核燃料サイクル工学／演習  

放射線安全学／演習  放射線安全学／演習  
プラント工学／演習  プラント工学／演習  

（5）社会・
人間関係スキル

（5）社会・
人間関係スキル

（6）技術倫理（6）技術倫理 （4）継続的研鑚（4）継続的研鑚

（3）複合的問題の
分析と課題解決

（3）複合的問題の
分析と課題解決

（2）高度の専門知識、応用（2）高度の専門知識、応用

注：講義と演習をまとめて示している。また、右端赤はS1S2セメスタ科目、青はA1A2セメスタ科目を表す。注：講義と演習をまとめて示している。また、右端赤はS1S2セメスタ科目、青はA1A2セメスタ科目を表す。

　体系的な原子力教育のために、多くの講義、豊富な演習、充実した実験・実習を用意しています。これらは、
前ページの学習と教育の目標 (1) ～ (6) に対応して原子力専攻の科目は編成されています。下図は、各科目
の主な講義内容に基づいて、学習と教育の目標 (1) ～ (6) との相関を示したものです。技術者にとって必要
な様々な知識、知見、態度が身につくことが分かります。これ以外にも、基礎から応用、実用など、科目間
の関連性、発展性についても体系的に構成されています。

　カリキュラムの特徴として、理工系科目に限定されない広範な原子力学を体系的かつ確実に習得すること
ができるようになっています。更に、福島学やリスク認知とコミュニケーションなど、現代の原子力学にな
くてはならない非技術的分野まで学ぶことができます。また、ほぼすべての授業科目には対応した演習科目
が用意され、実際に手や頭を動かすことにより講義内容の理解を深めています。さらに、日本原子力研究開
発機構などの近隣の原子力機関の協力により豊富な実験・実習を実施し、知識及び能力の実践が可能です。

学習教育目標と科目との関連学習教育目標と科目との関連
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原子力専攻の教育プログラムと、必修科目、国家試験認定対象科目を下表に示します。

　放射線安全学　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5 ○ ○ ○

　原子核と放射線計測　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5 ○ ○ ○

　原子力法規　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5 ○

　原子炉物理学　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 2.0 ○ ○ ○

　原子力熱流動工学　　　　　　　　　　　　　　　　  	 2.0 ○ ○

　原子力構造工学　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5 ○

　原子力燃料材料学　　　　　　　　　　　　　　　　  	 2.0 ○ ○ ○

　核燃料サイクル工学　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5 ○ ○

　科目名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 単位数 必修科目 原子炉主任技術者
認定対象科目

核燃料取扱主任者
認定対象科目

原
子
力
基
礎
科
目

○ ○

○

○

○

　原子力保全工学　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5

　原子力安全工学　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 2.0

　原子力プラント工学　　　　　　　　　　　　　 　　 	 1.5

　廃棄物管理工学　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5

 

原
子
力
実
務

基
礎
科
目

○

○

○

○

○

 

原
子
力
実
務

隣
接
科
目 　福島学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5

　リスク認知とコミュニケーション　　　　　　　　　  	 1.5

　ヒューマンファクター　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子力特別講義　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 0.5

○展
開
先
端
科
目

　放射線利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　放射線遮蔽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子炉設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5

　原子力危機管理学　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.5

実
験
・
実
習

科
目 　インターンシップ実習　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子力実験・実習 2　　　　　　　　　　　　　　　  	 2.0

　原子力実験・実習 1　　　　　　　　　　　　　　　  	 2.0

　原子炉実習・原子炉管理実習　　　　　　　　　　　 	 1.0

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○ ○

演
習
科
目

　材料力学／原子力構造力学演習　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子力保全工学演習　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　伝熱流動／原子力プラント工学演習　　　　　　　　  	 1.0

　炉心設計演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子炉物理演習　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子力法規演習　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　原子力燃料材料／核燃料サイクル工学演習　　　　　  	 1.0

　放射線安全学／放射線計測演習　　　　　　　　　　  	 1.0

　福島学演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 	 1.0

　リスクコミュニケーション／メディア対応演習　　　  	 1.0

　技術倫理演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 1.0

　廃棄物工学演習　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 0.5

　放射線遮蔽演習　　　　　　　　　　　　　　　　　  	 0.5

　原子力安全工学／安全解析演習　　　　　　　　　　  	 1.0

※教育プログラムの一部の科目に変更の可能性があります。
　認定対象科目とは、原子炉主任技術者試験筆記試験科目、および、核燃料取扱主任者試験科目のうち法令を除く科目に対応する 
　原子力専攻の科目を指します。

教育プログラム教育プログラム
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※年度によって時間割は多少変更されることがあります。夏学期と冬学期はそれぞれ S セメスター（S1 タームと S2 タームから
　なる期間）および A セメスター（A1 タームと A2 タームからなる期間）と呼ばれています。

1 限 9:00 〜 10:30 2 限 10:40 〜 12:10 3 限 13:00 〜 15:00 4 限 15:10 〜 17:10

　原子力燃料材料学  ヒューマンファクター 　技術倫理演習月

　放射線安全学 　放射線安全学／放射線計測演習火

　原子炉物理学 　原子炉物理演習水

　原子力熱流動工学／原子炉物理学

　原子力熱流動工学

　原子力実験・実習 1木

　原子力プラント工学

　原子力実験・実習 1金

1 限 9:00 〜 10:30 2 限 10:40 〜 12:10 3 限 13:00 〜 15:00 4 限 15:10 〜 17:10

　材料力学／原子力構造力学演習月 　原子力構造工学

　伝熱流動／原子力プラント工学演習火

　原子力燃料材料学 　原子力燃料材料／核燃料サイクル工学演習水

　核燃料サイクル工学 　原子力実験・実習 1木

　原子核と放射線計測 　原子力実験・実習 1金

カリキュラム編成カリキュラム編成

■Sセメスター奇数週

■Sセメスター偶数週
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　本専攻のカリキュラムは、午前は講義中心、午後は演習や実験・実習が中心です。
　夏学期は４月～７月、冬学期は 10 月～２月です。夏・冬学期の終わりの２週間および８月下旬～９月上
旬は試験期間となっています。また、夏季休業期間中には、インターンシップ実習、原子炉実習・原子炉管
理実習が用意されています。
　本専攻の教育指導には、東京大学の専任教員 10 名、客員教員４名（2022 年 7 月現在）に加え、日本
原子力研究開発機構等から 40 人以上の非常勤講師や特別講師があたります。原子力国際専攻の教員も教育
に協力します。また、日本原子力研究開発機構等の協力のもとに、研究用原子炉、NUCEF、プラントシミュ
レータ、原子力緊急時支援・研修センター等のような、他にほとんど例のない優れた設備を利用して、実験・
実習を行います。

■Aセメスター奇数週

■Aセメスター偶数週

1 限 9:00 〜 10:30 2 限 10:40 〜 12:10 3 限 13:00 〜 15:00 4 限 15:10 〜 17:10

　廃棄物工学演習／福島学演習月

　原子力安全工学 　原子力特別講義

　廃棄物管理工学

　原子力安全工学／安全解析演習火

　原子炉設計 　炉心設計演習水

　福島学 　原子力実験・実習 2木

　原子力法規 　原子力実験・実習 2金

1 限 9:00 〜 10:30  2 限 10:40 〜 12:10  3 限 13:00 〜 15:00  4 限 15:10 〜 17:10

　放射線遮蔽   原子力法規演習 　放射線遮蔽演習／原子力法規演習月

　原子力保全工学 　原子力保全工学演習火

　リスク認知とコミュニケーション 　リスクコミュニケーション／メディア対応演習水

　原子力安全工学 　原子力実験・実習 2木

　放射線利用／原子力危機管理学 　原子力実験・実習 2金
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　東京大学大学院工学系研究科が定める所定の成績以上で本専攻を修了すると原子力修士（専門職）の学位
が授与されます。
　また、本専攻が指定する講義、演習、実習などにつき、本専攻が定める所定の成績以上の成績を修めた上
で本専攻を修了すると、国家資格である原子炉主任技術者の筆記試験において、法令以外の科目の受験免除
資格と、筆記試験合格者であって６ヶ月以上の実務経験が要求される口答試験の受験資格が取得できます。
また同じく国家資格である核燃料取扱主任者の試験においても、法令以外の科目の受験免除資格が取得でき
ます。これら２つの国家資格は、原子力発電所や核燃料加工工場、使用済み燃料再処理工場、廃棄物埋設施
設など、原子力エネルギーの開発・利用において中核となる施設を建設し、運転する企業等に対して必須の
ものとして国が求める資格で、電力会社や原子燃料サイクル関連企業、その他原子力関連産業界や研究機関
で最も重要視されてます。このため、既に電力会社等の原子力関係会社に従事している方にとってはキャリ
アアップにつながり、大学卒業見込みで原子力関係業界への就職を希望している場合には、就職後のキャリ
アアップだけでなく就職時の自己 PR にもなるでしょう。
　なお、原子力関係の国家資格には、放射線取扱主任者という資格があります。この資格は、原子力関係の
産業分野だけではなく、医療・医薬関係業界や食品業界からほとんど全ての製造業界に至るまで、放射線を
取り扱う施設に求められているものです。また、技術士試験には、原子力・放射線部門が設けられています。
本専攻では、これらの国家試験に対しては、本専攻にて十分な知識と経験が得られます。

原子力専攻でキャリアアップ！原子力専攻でキャリアアップ！
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原子力専攻では原子力に携わる者として必要な
知識を体系立てて学ぶことができ、実験実習 ･ イ
ンターン ･ 見学等を通してさらにその理解を深め
ることができます。これらは実務を行う上で大き
な助けになっていると感じています。卒業後も同
期や OB ／ OG との繋がりは強く、将来に渡って
貴重な財産になると感じております。

（２０２１年度　修了生）

原子力専攻のカリキュラムは、座学と実習を
交えた体系となっており、得られた知識と経験は
日々の業務の至るところで役に立っています。ま
た、同期生や OB ／ OG との結びつきも強く、特
に同期生は修了後も気軽に連絡を取れる間柄であ
り、業務に関する内容から資格勉強、さらには私
生活の話など、何でも話せる心強い存在となって
います。

（２０２１年度　修了生）

本専攻は原子力に関わる幅広い学問について、
基礎から応用まで学ぶことができます。また実験
実習では多様な設備を使用し、実体験を通じて知
識を体得することができました。原子力では総合
的な知識が求められるため、原子力専攻で学べた
ことは非常に有意義であったと感じております。

（２０２１年度　修了生）

原子力専攻で習得した体系的な知識は、原子炉
主任技術者、核燃料取扱主任者、第１種放射線取
扱主任者の資格取得に繋がったのはもちろんのこ
と、さらに、会社業務においても習得した知識を
問われる場面は多くあり、円滑な業務の遂行に役
立っています。また、１年間ともに切磋琢磨した
仲間とは原子力専攻を卒業後も関係が続いており、
仕事の枠を超えた財産となっています。

 （２０１９年度　修了生）
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2022年3月に実施された第64
回原子炉主任技術者筆記試験全
体の合格者数: 17名
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核燃料取扱主任者試験全体の合格
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国家試験合格者数の推移国家試験合格者数の推移

就職前は原子力の専攻ではなく、これまで仕事
を通して原子力に関する知識を身に着けてきてい
ました。原子力専攻にて初めてこの分野を体系的
に学ぶことができ、知識に大きな幅をもつことが
できました。また、この 1 年間で得られた様々な
方との繋がりは貴重な財産だと感じております。

（２０１９年度　修了生）

原子力専攻にて、学問として体系立ったかたち
で原子力の各分野を学べたことや、実機を使用し
て実験・実習を行えたことは、仕事において非常
に役立っています。また、原子力専攻の同期はも
とより、ＯＢ／ＯＧの繋がりは強く、仕事におい
て意外なところで繋がることもあり、仕事を行う
上で、非常にありがたいものとなっています。

（２０１５年度　修了生）
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■お問い合わせ先

東京大学大学院工学系研究科原子力専攻事務室
〒319-1188 茨城県那珂郡東海村白方白根2-22
TEL	 029-287-8403
FAX	 029-287-8488
E-Mail	 nyushijimu@tokai.t.u-tokyo.ac.jp
Web	 http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/Npro/


